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規模拡大から収益基盤重視の秩序造り、
ウィズコロナ時代で生き残りの合従連衡進む 1

1970年日刊自動車新聞社入社、
編集局記者として自動車全分野を
網羅して担当。2000年出版局長と
して「Mobi21」誌を創刊。取締役、
常務、専務主筆・編集局長、代表
取締役社長を歴任。2014年独立
し、佃モビリティ総研を開設。自動
車関連著書に「トヨタの野望、日産
の決断」（ダイヤモンド社）など。執
筆活動に加え、講演活動も。

輪
車
に
続
き
四
輪
車
の
開
発
部
門
を
ホ
ン
ダ

本
体
に
吸
収
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ホ
ン

ダ
の
世
界
拡
大
路
線
に
よ
る
過
剰
な
生
産
能

力
の
修
正
な
ど
、
四
輪
事
業
の
収
益
悪
化
の

立
て
直
し
が
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
八
郷
ホ
ン
ダ
体
制
が
６
年
目
を

迎
え
る
中
で
来
期
ト
ッ
プ
交
代
す
る
た
め
に

も
、
コ
ロ
ナ
時
代
に
あ
っ
て
収
益
基
盤
の
立

て
直
し
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｍ
と
の

提
携
深
化
に
よ
り
ホ
ン
ダ
は
、
か
つ
て
「
一

本
足
打
法
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
高
収
益

力
を
誇
っ
て
い
た
北
米
事
業
に
賭
け
る
。

　

対
す
る
Ｇ
Ｍ
は
大
型
車
に
強
い
が
小
型
車

が
縮
小
。
Ｅ
Ｖ
で
は
テ
ス
ラ
の
後
塵
を
拝
し
て

お
り
、
ホ
ン
ダ
と
の
連
携
で
復
活
を
狙
っ
て

い
る
。
両
社
の
具
体
的
な
連
携
は
２
０
２
１

年
初
め
に
も
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
。

　
ホ
ン
ダ
と
Ｇ
Ｍ
は
、
今
回
、
北
米
市
場
で

提
携
深
化
に
踏
み
込
ん
だ
が
、
こ
れ
は
実
質

的
な
包
括
事
業
提
携
で
あ
り
、
当
面
、
資
本

提
携
の
議
論
は
な
い
と
す
る
も
の
の
今
後
は

両
社
の
世
界
戦
略
の
提
携
強
化
に
進
み
そ
う

で
、
ホ
ン
ダ
は
自
立
化
路
線
か
ら
Ｇ
Ｍ
提
携

へ
と
生
き
残
り
の
方
策
が
明
確
に
な
っ
た
。

海
外
で
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
合
併
、

来
年
３
月
に「
ス
テ
ラ
ン
テ
ィ
ス
」が
誕
生　

　
更
な
る
海
の
向
こ
う
で
は
、
仏
グ
ル
ー
プ

　
ホ
ン
ダ
と
米
Ｇ
Ｍ
は
９
月
３
日
、
新
た
な

戦
略
提
携
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
両
社
は

燃
料
電
池
車
の
共
同
開
発
を
皮
切
り
に
、
自

動
運
転
や
Ｅ
Ｖ
開
発
な
ど
次
世
代
技
術
で
提

携
し
て
き
た
。
そ
れ
が
今
回
、
北
米
市
場
に

於
い
て
車
台
・
エ
ン
ジ
ン
共
通
化
、
部
品
の

共
同
購
買
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
Ｇ
Ｍ
の
マ
ー
ク
・
ロ
イ
ス
社
長
は
「
両
社

が
も
つ
経
営
資
源
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
革

新
的
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
へ
の
投
資
を
加
速

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
コ
メ
ン
ト
。
ホ
ン

ダ
の
倉
石
誠
司
副
社
長
も
「
将
来
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
技
術
へ
の
投
資
に
向
け
、
最
大
市
場
の

北
米
で
大
幅
な
コ
ス
ト
効
率
の
向
上
が
実
現

可
能
と
な
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

ホ
ン
ダ
と
Ｇ
Ｍ
の
提
携
深
化
を

 〝
コ
ロ
ナ
時
代
〞
が一気
に
推
し
進
め
た
　

　
言
う
ま
で
も
な
く
Ｇ
Ｍ
は
20
世
紀
の
自
動

車
産
業
を
牽
引
し
て
き
た
「
ビ
ッ
グ
３
」
の

ト
ッ
プ
だ
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

経
営
破
綻
で
陥
落
し
た
。
だ
が
後
の
業
績
持

ち
直
し
と
共
に
「
Ｇ
Ｍ
の
懐
の
深
さ
は
相
当

な
も
の
」（
ホ
ン
ダ
関
係
者
）
と
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

関
連
の
新
世
代
技
術
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
一
方
ホ
ン
ダ
は
、
創
業
者
の
宗
一
郎
氏
以

来
の
「
本
田
技
術
研
究
所
」
で
孤
高
の
研
究

開
発
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら
二

Ｐ
Ｓ
Ａ
と
欧
米
フ
ィ
ア
ッ
ト
・
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
・
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
ズ
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
が

去
る
７
月
15
日
に
合
併
企
業
名
の
「
ス
テ
ラ

ン
テ
ィ
ス
」
を
発
表
し
た
。
両
社
が
50
対
50

で
統
合
す
る
こ
と
は
２
０
１
９
年
12
月
に
発

表
さ
れ
、
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
統
合
を

完
了
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
、
仏
で
ル
ノ
ー
と
競
合
関
係
に

あ
り
、
プ
ジ
ョ
ー
・
シ
ト
ロ
エ
ン
・
Ｄ
Ｓ
ブ

ラ
ン
ド
は
欧
州
で
独
ジ
ャ
ー
マ
ン
３
に
対
抗

す
る
位
置
づ
け
に
あ
る
。
ま
た
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
、

伊
フ
ィ
ア
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が
、
か
つ
て
の
米

ビ
ッ
グ
３
の
一
角
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

を
実
質
吸
収
統
合
し
た
も
の
の
、
イ
タ
リ
ア

経
済
が
不
安
定
で
フ
ィ
ア
ッ
ト
が
伸
び
悩
み
、

結
局
、
米
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
ジ
ー
プ
が
収
益

を
支
え
て
き
た
。

　
今
後
フ
ィ
ア
ッ
ト
は
、
電
動
化
で
出
遅
れ

て
い
る
一
方
で
、
自
動
運
転
で
グ
ー
グ
ル
系

の
ウ
ェ
イ
モ
と
の
強
固
な
関
係
を
築
い
て
い

る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
の
合
併
で
「
選
択
と

集
中
」
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
統
合

を
巡
っ
て
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
欧
州
委

員
会
が
独
占
禁
止
法
に
違
反
し
て
い
な
い
か
、

調
査
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
欧
州
委
は
、
競

争
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
可
能
性
を
懸
念
し
て
お

り
、
11
月
13
日
ま
で
に
調
査
の
結
論
を
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
百
年
に
一
度
の
大
転
換
時
代
、
自
動
車
か

ら
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
。
自
動
車
産
業
は
大
き
な

転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
数
年

が
経
つ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

拡
散
で
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

時
代
対
応
へ
の
新
秩
序
が
問
わ
れ
る
。

　
電
動
化
や
自
動
運
転
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
な

ど
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
対
応
も
コ
ロ
ナ
禍
で
取
組
み
の

変
化
も
見
え
る
が
、
将
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
技

術
に
係
る
投
資
の
重
要
性
は
一
貫
し
て
い
る
。

特
に
環
境
技
術
で
の
生
き
残
り
は
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
り
、
独
Ｖ
Ｗ
と
米
フ
ォ
ー
ド
の

Ｅ
Ｖ
共
同
開
発
提
携
も
生
ま
れ
て
新
た
な
合

従
連
衡
が
進
む
流
れ
に
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
ト
ヨ
タ
一
強
と
さ
れ
る
中
、

グ
ル
ー
プ
強
化
の
一
方
で
、日
産
・
三
菱
自
・

仏
ル
ノ
ー
連
合
の
総
括
的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

強
化
に
ホ
ン
ダ
・
Ｇ
Ｍ
の
提
携
深
化
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
方
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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三
菱
自
動
車
。
日
本
の
旧
財
閥
の
ス
リ
ー

ダ
イ
ヤ
・
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
自
動
車
企
業
で

あ
る
。
三
菱
自
動
車
工
業
が
属
す
る
三
菱
グ

ル
ー
プ
は
国
産
初
の
量
産
乗
用
車
「
Ａ
型
」

を
製
造
し
た
名
門
だ
。
三
菱
自
動
車
は
、
か

つ
て
米
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
の
資
本
提
携
を
皮

切
り
に
、
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
と
の
資
本
提
携
を

経
て
２
０
１
６
年
か
ら
日
産
と
資
本
提
携
し

て
ル
ノ
ー
・
日
産
の
日
仏
国
際
連
合
に
加

わ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
日
仏
３
社
連
合
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
業
績
悪
化
が
追
い
打
ち
を
か

け
、
い
ず
れ
も
苦
境
の
中
に
あ
る
。

　
そ
ん
な
三
菱
自
動
車
も
、
燃
費
不
正
問
題

を
経
た
日
産
と
の
提
携
に
よ
っ
て
打
開
を
求

め
Ｖ
字
回
復
を
目
指
し
た
も
の
の
、
そ
の
拡

大
路
線
は
収
益
性
低
下
を
招
い
て
し
ま
い
大

き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
昨
年
６
月
に

就
任
し
た
加
藤
隆
雄
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責

任
者
）
は
、
今
期
か
ら
22
年
度
ま
で
の
新
中

期
経
営
計
画
で
経
営
基
盤
安
定
へ
向
け
て
思

い
切
っ
た
コ
ス
ト
構
造
改
革
と
収
益
力
改
革

に
乗
り
出
し
た
。
だ
が
、
そ
の
矢
先
に
約
16

年
も
三
菱
自
動
車
を
率
い
、
日
産
と
の
資
本

提
携
を
決
断
し
た
益
子
修
前
会
長
が
急
逝
。

こ
れ
ま
で
３
社
連
合
の
折
衝
役
で
も
あ
っ
た

益
子
氏
の
不
在
は
、
傍
目
に
は
加
藤
三
菱
自

体
制
の
〝
大
黒
柱
〞
を
失
っ
た
恰
好
に
映
る
。

就
任
１
年
で
多
く
の
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
加
藤
体
制
が
、
構
造
改
革
と
選
択
と
集
中

を
推
進
す
る
と
共
に
、
３
社
連
合
に
於
け
る

加
藤
三
菱
自
動
車
本
体
の
中
身
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
い
く
と
、
思
わ
ぬ
課
題
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
利
益
の
出
る
体
質

に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
少
し

無
理
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
改
革
を
や
ら
な
く

ち
ゃ
駄
目
だ
と
認
識
し
新
中
計
を
発
表
。
対

策
を
打
っ
て
い
る
内
に
コ
ロ
ナ
禍
が
来
て
、

乗
り
越
え
る
べ
き
壁
が
更
に
高
く
な
っ
た
印

象
で
す
。
し
か
し
今
は
、
既
に
決
め
た
構
造

改
革
を
や
り
切
る
の
み
と
い
う
姿
勢
で
す
。

新
中
期
経
営
計
画
発
表
で

思
い
切
っ
た
コ
ス
ト
改
革
と

収
益
力
改
革
で
経
営
基
盤
安
定
化
を

三
菱
自
動
車
は
、
前
期
で
ま
た
も
赤
字

転
落
と
な
り
、
今
期
も
コ
ロ
ナ
禍
が
加
わ
っ

て
連
結
最
終
損
益
が
３
６
０
０
億
円
の
赤
字

予
想
と
厳
し
い
業
績
下
に
あ
り
ま
す
。
今
期

か
ら
の
新
中
計
は
22
年
度
ま
で
の
３
カ
年
計

画
で
、三
菱
自
動
車
再
建
へ
の〝
最
後
の
砦
〞

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。新
中
計
を〝
ス
モ
ー

ル
・
バ
ッ
ト
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
〞
と
名
付

け「
選
択
と
集
中
」「
構
造
改
革
」を
思
い
切
っ

て
断
行
し
、
し
っ
か
り
と
収
益
体
質
を
取
り

戻
す
こ
と
が
最
大
の
眼
目
と
な
る
。
そ
の
中

で
も
優
先
事
項
と
い
い
ま
す
か
、
特
に
重
要

な
点
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

加
藤
ま
ず
パ
ジ
ェ
ロ
製
造
で
の
生
産
停
止
。

欧
州
に
新
車
を
投
入
し
な
い
こ
と
。
そ
れ
か

１
年
で
し
た
。
た
だ
益
子
会
長
と
相
談
し
な

が
ら
今
の
新
中
期
経
営
計
画
を
ま
と
め
、
や

る
べ
き
こ
と
は
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で

す
が
、
落
ち
着
い
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
私
は
、
去
年
６
月
に
Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｉ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
合
弁
生
産
会
社
）か
ら
帰
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
赴
任
地
（
Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｉ

社
長
で
現
地
赴
任
）
で
は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
効

果
で
大
き
く
台
数
も
伸
び
て
収
益
も
上
り
坂
。

当
社
も
復
活
し
て
、
い
い
会
社
に
な
っ
た
の

か
な
あ
と
思
っ
て
帰
っ
て
き
た
ら
で
す
ね
。

昨
年
５
月
の
加
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
内
定
会
見
で
、

益
子
さ
ん
も
順
調
な
業
績
回
復
に
よ
る
〝
若

返
り
の
ト
ッ
プ
交
代
〞
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

三
菱
自
動
車
の
存
在
感
を
ど
う
示
し
て
い
く

の
か
。（
主
筆
・
佃　
義
夫
）

益
子
前
会
長
の
急
逝
は
、

三
菱
自
動
車
に
と
っ
て

大
き
な
痛
手
で
残
念
な
こ
と

益
子
修
前
会
長
が
８
月
末
に
急
逝
さ
れ

た
の
は
驚
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
愁
傷
申
し

上
げ
ま
す
。
８
月
７
日
に
突
然
の
会
長
退
任

の
発
表
が
あ
っ
て
か
ら
１
カ
月
足
ら
ず
で
亡

く
な
ら
れ
た
の
は
残
念
で
す
。
約
16
年
も
三

菱
自
動
車
再
建
に
注
い
で
き
た
方
で
、
日
産

と
の
資
本
提
携
の
筋
道
を
つ
く
っ
た
方
で
す

か
ら
、
ご
本
人
も
無
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、

加
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
っ
て
も
後
見
役
だ
っ
た
。

加
藤
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
急

な
こ
と
で
我
々
も
驚
き
ま
し
た
し
、
大
変
、

残
念
な
こ
と
で
し
た
。

三
菱
自
動
車
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任
か
ら
１
年
、

コ
ロ
ナ
禍
は
構
造
改
革
の

必
要
性
を
高
め
た

昨
年
５
月
に
益
子
会
長
・
加
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
ト
ッ
プ
交
代
内
定
会
見
が
あ
り
、
６
月
に

加
藤
三
菱
自
動
車
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１

年
が
経
過
。
今
日
に
至
る
流
れ
は
加
藤
さ
ん

に
と
っ
て
も
大
変
な
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

加
藤
一
言
で
言
い
ま
す
と
本
当
に
激
動
の

加藤 隆雄17L E AD E R S  VOI C E
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い
く
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
雇
用

を
生
む
こ
と
も
非
常
に
大
切
で
す
。
当
社
が

元
々
強
い
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
で
は
様
々
な

社
会
活
動
を
進
め
な
が
ら
地
域
と
共
に
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
集
中
し
て
い
く
と
共
に
、

第
二
の
柱
と
い
う
か
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
他
の
国
は
あ
り
ま
す
か
。

加
藤
例
え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
近
隣
で
あ
る

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
も
人
口
が
多
く
、
当
社
に

と
っ
て
重
要
な
国
の
ひ
と
つ
で
す
。
実
は
当

地
で
は
エ
ク
リ
プ
ス
ク
ロ
ス
を
高
く
ご
評
価

頂
い
て
お
り
、
同
国
に
於
い
て
三
菱
自
動
車

ブ
ラ
ン
ド
は
シ
ェ
ア
１
位
で
す
。
ま
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
比
較
的
人
口
が
多
い
け
れ
ど
も
、

ま
だ
自
動
車
産
業
が
充
分
に
花
開
い
て
い
な

い
と
と
こ
ろ
も
、
我
々
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン

ス
に
溢
れ
た
地
域
だ
と
言
え
ま
す
。

欧
州
は
、
収
益
性
問
題
と

環
境
規
制
強
化
か
ら

新
商
品
投
入
凍
結
を
決
断

欧
州
で
の
新
規
商
品
凍
結
は
衝
撃
的
な

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
現
地
で

の
合
弁
工
場
か
ら
撤
退
し
ま
す
。
し
か
し
三

菱
自
動
車
の
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
は
欧
州
で
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
た
。
本
当
に
欧
州
戦
略
は
凍
結
や

撤
退
と
い
う
方
向
に
向
か
う
の
で
し
ょ
う
か
。

ら
間
接
人
員
を
主
体
に
人
員
削
減
を
行
う
こ

と
。
こ
の
三
つ
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
駄
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
欧
州
で
の
固
定

費
を
下
げ
て
い
く
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、

し
っ
か
り
実
施
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。

ア
セ
ア
ン
に
経
営
資
源
を
集
中
し
、

三
菱
自
動
車
の
強
み
を

さ
ら
に
底
上
げ
し
て
い
く

加
え
て
加
藤
さ
ん
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

手
掛
け
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
業
へ
、
経
営

資
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
加
藤
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
に

残
し
て
き
た
三
菱
自
動
車
の
強
み
で
す
ね
。

加
藤
ご
存
知
の
よ
う
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の

当
社
の
生
産
拠
点
は
規
模
が
大
き
い
の
で
す

が
、
今
回
は
更
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
二
つ
目

の
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
社
が
そ
う

し
た
大
規
模
拠
点
を
な
ぜ
作
っ
て
こ
れ
た
か

と
言
え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ブ
ラ

ン
ド
の
強
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
於
け
る
三
菱
自
動
車
は
、

お
客
様
が
欲
し
い
と
思
う
ク
ル
マ
を
出
す

ト
ッ
プ
企
業
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
頂
い

て
お
り
、
こ
う
し
た
信
頼
は
と
て
も
大
事
な

ア
セ
ッ
ト
で
す
。
従
っ
て
今
後
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
お
客
様
の
好
み
や
、
消
費
行
動
を
よ
く

理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
地
域
に
貢
献
し
て
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「雑誌＋Web」のクロスメディア体制を採るNEXT MOBILITY［ https://nextmobility.jp/ ］
このページでは、そのWebチームの活動の一端を抜粋・要約した。

純粋に情報発信する手段を考えた時、速度と量でオンラインが勝る一方で、紙は手に馴染むデバイスとしての秀逸さを持っている。
今回、当媒体を手に取って頂いた「縁あるあなた」には、是非とも我々編集部とのインタラクトな関係造りを愉しんで欲しい。

我々は未来に向けて、そのためのメディアのカタチを模索していく。

製品を提案し、有望顧客を全国から搔き
集める常套手段として既に定着してい
る。そもそもオンライン販売は常連客を
差し置き、SNSや二次元コードを併用す
る等で特定商品に対して購買意欲の強
い層を獲得できるため、一物一価の中古
製品は親和性が高い。ちなみに製品価格
帯が全く異なるが伊藤忠商事もこの８月、
中古スマホのオンライン販売に参入し

た。また一部の航空会社は非搭乗者に向
け〝高度3万5000フィートで目にする小
さなトレイに乗った食事〟と銘打ち機内
食を限定販売している。そんな〝ニッチ
なロングテール商品〟に限るなら中小事
業社でも市場参入の可能性はありそうだ。
加えて地方勤労者や障害者の雇用機会
を守る意味でもオンライン販売に新たな
活路を見い出すことができるだろう。

ヨタ自動車は、中古車のオンラ
インストアを9月8日に開設した。

自社販社が取り扱う中古車を商材に見
積りから支払い方法の選択を含めた契
約まで一気通貫でき、必要書類などの
送付後、約２～３週間後に店舗で商品
を受け取る。トヨタとしてはコロナ禍の
中、対面なし販売を国内他社に先駆け
て設けた格好だ。一方、輸入車では限定

ト

トヨタ、中古車のオンラインストアを開始。自社の販売戦略を守る新方策か01
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は都内在住者が購入したMINIビクトリ
ア5ドアとなった。これを記念し、購入
車両のイラストを描いた額縁が作られ、
贈呈式が行われた。
　そもそもMINIは1959年に英ブリ
ティッシュモーターコーポレーションが
生み出して以降、クラシック・ミニとし
て40年間・530万台を売り上げたが1994
年にBMWが同ブランドを買収。2001

年に新生MINIが誕生した。当初は3ド
ア・ハッチバック・モデルのみであっ
たが、その後、オールウェイズ・オープ
ンをコンセプトとした屋根の開閉が可
能なコンバーチブルの導入を皮切りに
〝クラブマン〟、〝クロスオーバー〟を
導入。3ドア・モデルのプロポーション
に後席用のドアを付けた5ドアを導入し
現在に至っている。

INIは販売19年目の今年夏、累
計販売30万台を迎えた。MINI

は特に日本国内市場で人気を集め続け
ており、日本自動車輸入組合発表の外
国メーカー車モデル別新車登録台数
で2002年（3月2日のミニの日に発売開
始）からトップ5内の常連に、2016年か
らは4年連続で1位。2020年上半期も1
位となった。なお記念すべき30万台目

M

ＢＭＷ傘下のＭＩＮＩ、発売１９年目で累計販売３０万台を達成02

未知なる課題を発見する技術を開発し
た。これを背景に実製造では、まず新た
に炭素繊維を誘導するビード（溝）を配
置した透明な金型を用意。これに整えた
炭素繊維を敷き樹脂を注入する際、あえ
て金型を閉め切らず隙間を作って樹脂に
炭素繊維に含浸させるC-RTM工法を編
み出した。また現場に於ける整形時には、
金型内に設けた温度センサーを確認しな

がら、炭素繊維を均一に含浸硬化させる。
この結果、閉め切った金型を用いた従来
工法に対し成形時間を約8割短縮。さら
に同部品の開発期間も約5割短縮。併せ
て構成素材の活用効率を高めてコスト上
の課題も克服した。同社は今後、同技術
水準をより高め、CFRP製部品の積極採
用を促すことで、燃費や操縦安定性の飛
躍的な向上を目指していくという。

量で強い炭素繊維強化プラス
チック（CFRP）製部品は、車両

への採用率を高めることで燃費や走行
性能が向上する。しかし利用素材が高
価であること、製造時に必要な金型製造
の難しさも課題となっていた。そうした
なか日産自動車は今年9月、同製造に係
る全ての量産率を高めるべく、製造過程
を精緻なシミュレーションで可視化して

軽

日産、炭素繊維強化プラスチック部品の量産化技術を飛躍的に向上させる03
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浅春期にWHO（世界保健機関）がパンデミック宣言を発して以降、人類と新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）との対峙が未だ続いている。その糸口は皮肉にも我々人類が、自ら毎日
の暮らしを見つめ直し始めたことが発端となった。それが家族などの身近な単位から地域へ、社
会へと浸透していくにつれて、コロナ以前であったなら盤石だった筈の優良企業の成功体験が破
壊され、経済環境の悪化に伴い国家間の繋がりにも軋みをもたらすようになった。またその流れ
はモビリティ分野でも変わらない。なかでも難問は、コロナ禍によって消費行動を誘

いざな

うべきこれま
での方程式に綻びが生じたことだ。自動車産業は今、新たな方程式を学び・選び取る〝選択の時
代〟に立っている。今号では、そんな時代をどのように克服していくかを追う。

選択の時代
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が
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　

例
え
ば
共
和
党
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ

フ
ト
政
権
か
ら
民
主
党
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
に
引
き
継
が
れ
た

１
９
１
４
年
頃
（
欧
州
に
於
け
る
戦
争

勃
発
）
ま
で
は
融
和
策
が
続
い
た
。
さ

ら
に
共
和
党
ウ
ォ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
ン

グ
政
権
か
ら
民
主
党
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
末
期
の
１
９
４
５

年
頃
（
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
）
は

強
攻
策
へ
。
民
主
党
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト

ル
ー
マ
ン
政
権
か
ら
政
権
交
代
を
繰

り
返
し
な
が
ら
も
共
和
党
ジ
ョ
ー
ジ
・

Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
至
る
２
０
０
８

年
頃
ま
で
は
融
和
策
に
。
世
界
金
融
危

機
が
発
生
し
て
以
降
、
今
度
は
強
攻
策

と
、
波
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
拡
大
と
停
滞
を
繰
り
返
し
て

き
た
過
去
が
あ
る
。

経
済
戦
争
で
は
な
く

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
賭
け
た
覇
権
戦
争

　

し
か
し
そ
の
流
れ
は
民
主
党
オ
バ

マ
政
権
か
ら
潮
目
が
変
わ
っ
た
。
以
降
、

現
時
点
の
共
和
党
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
も

対
中
警
戒
感
を
背
景
と
し
た
デ
カ
ッ
プ

　
昨
年
末
、
世
界
に
先
駆
け
て
武
漢
で

拡
大
し
始
め
た
と
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
だ
が
、
い
つ
の
世
も
感
染
症

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
人
類
社
会
を

大
き
く
変
革
さ
せ
て
き
た
。

　

例
え
ば
紀
元
前
か
ら
存
在
し
、
20

世
紀
末
ま
で
克
服
で
き
な
か
っ
た
天

然
痘
は
、
長
い
期
間
を
掛
け
て
免
疫

を
獲
得
し
た
15
世
紀
当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
南
米
大
陸
に
持
ち
込
み
、

イ
ン
カ
帝
国
の
崩
落
に
結
果
的
に
利

用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
黒
死

病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
少
な
く
と
も

６
世
紀
・
14
世
紀
・
19
世
紀
と
複
数

回
に
亘
っ
て
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
ペ

ス
ト
。
20
世
紀
初
頭
に
第
一
次
世
界

大
戦
の
拡
大
に
乗
じ
日
本
で
も
蔓
延

し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
、
人
類
が

感
染
症
と
戦
い
続
け
た
歴
史
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。

　

そ
し
て
迎
え
た
21
世
紀
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
布
が
や

が
て
丸
１
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の

秋
、
感
染
阻
止
を
目
指
す
各
国
の
戦
い

は
、
ど
の
地
域
に
於
い
て
も
未
だ
先
が

見
え
て
こ
な
い
。（
坂
上 

賢
治
）

世
界
経
済
を
分
断
し
て

孤
高
の
存
在
に
な
り
た
い
米
国

　

永
年
に
亘
る
経
済
的
優
位
を
背
景

に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
持
ち

堪
え
て
き
た
欧
州
で
は
、
８
月
末
時
点

の
フ
ラ
ン
ス
で
累
計
感
染
者
が
28
万
人

を
超
え
て
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封

鎖
）
措
置
後
の
感
染
ピ
ー
ク
を
更
新
し

た
。
人
類
の
感
染
症
の
歴
史
上
、
深
刻

な
影
響
を
残
し
た
ス
ペ
イ
ン
で
も
累
積

感
染
者
が
50
万
人
超
に
達
し
、
６
月
末

以
降
最
多
の
数
字
に
な
る
な
ど
一
向
に

気
が
抜
け
な
い
状
況
下
に
あ
る
。

　
一
方
、ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）

は
９
月
半
ば
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
の
46

カ
国
を
含
む
地
域
の
実
質
成
長
率
が

マ
イ
ナ
ス
０
・７
％
に
落
ち
込
む
と
の

見
通
し
を
発
表
。
こ
れ
が
予
想
通
り

の
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
と
同
地
域

に
於
い
て
は
58
年
振
り
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
な
る
。
イ
ン
ド
も
６
月
時
点

で
マ
イ
ナ
ス
に
落
ち
込
む
と
さ
れ
た

成
長
を
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
９
・０
％
へ

と
下
方
修
正
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
本
来
、
世
界
を
牽

引
す
る
べ
き
立
場
で
あ
る
筈
の
米
国

で
は
、
世
界
経
済
を
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
（
分
断
）
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
が
加
速
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
米

国
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
が
始
ま

る
以
前
か
ら
、
米
国
民
に
と
っ
て
は

〝
選
択
の
機
会
〞
と
な
る
選
挙
戦
を
契

機
に
、
対
外
強
攻
策
と
対
外
融
和
策

新型肺炎を巡る
政治的応酬と世界の選択
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リ
ン
グ
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
流
れ
が
変
わ
っ
た
理
由
は
、

米
国
に
と
っ
て
実
質
的
な
脅
威
だ
と
確

信
で
き
る
に
至
っ
た
中
国
経
済
の
存
在

が
あ
る
。
今
や
融
和
策
を
採
れ
な
い
不

可
逆
的
な
環
境
下
と
な
っ
た
。

　
実
際
、
米
国
は
５
Ｇ
に
於
い
て
通
信

機
器
の
排
除
を
進
め
る
な
ど
中
国
共
産

党
政
府
を
執
拗
に
追
い
詰
め
て
き
た
。

こ
れ
は
単
な
る
関
税
戦
争
で
は
な
く
米

国
が
仕
掛
け
た
覇
権
戦
争
で
あ
り
、
米

国
は
、
中
国
の
現
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
政

権
が
倒
れ
て
民
主
国
家
に
な
る
ま
で
戦

い
続
け
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

中
国
の
次
な
る

発
展
モ
デ
ル
は
双
循
環
か

　

対
し
て
米
国
か
ら
政
敵
と
し
て
名

指
し
さ
れ
た
中
国
は
今
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
打
撃

で
一
時
期
、
経
済
が
低
迷
。
現
在
は

多
少
好
転
し
た
も
の
の
、
中
国
国
家

統
計
局
の
７
月
16
日
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
上
半
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
１
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
１
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
マ
イ
ナ
ス
６
・８
％
、
前
期
比
で

マ
イ
ナ
ス
９
・８
％
を
記
録
。
こ
れ

は
１
９
９
２
年
に
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
初
め
て

の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

　

実
は
以
前
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
拡
大
し
た

２
０
０
３
年
第
２
四
半
期
に
も
経
済
停

滞
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
は
プ

ラ
ス
９
・１
％
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
２
０
０
９
年
の
第
１
四
半
期
で
さ

え
プ
ラ
ス
６
・４
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら

今
年
の
経
済
低
迷
は
深
刻
だ
。

　

ち
な
み
に
７
月
の
自
動
車
小
売
の

伸
び
は
前
月
の
マ
イ
ナ
ス
８
・
２
％

か
ら
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
も
の
の
、
同

月
の
社
会
消
費
品
小
売
総
額
で
は

３
兆
２
２
０
３
億
元
、
前
年
同
月
比

マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
（
実
質
マ
イ
ナ
ス

２
・７
％
）。
自
動
車
を
除
く
と
マ
イ

ナ
ス
２
・
４
％
。
こ
れ
で
も
前
月
比

０
・８
５
％
増
だ
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
中
国
共
産
党
指

導
部
は
、
か
つ
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
に
４
兆
元
（
当
時
の
レ
ー
ト
で

57
兆
円
）
の
資
金
を
あ
え
て
投
下
す

る
と
い
う
選
択
を
行
い
、
輸
出
拡
大

を
果
た
し
て
３
兆
ド
ル
の
貿
易
黒
字

を
獲
得
。
こ
れ
を
契
機
に
一
帯
一
路

を
推
し
進
め
て
国
内
の
14
億
人
の

消
費
市
場
を
育
て
た
こ
と
を
材
料
に
、

対
外
的
に
は
自
信
を
深
め
て
い
る
素

振
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
も
同
国
は
、
新
た
に

国
内
経
済
の
自
立
を
目
指
し
、
国
際

経
済
の
連
携
と
を
組
み
合
わ
せ
た
持

続
的
成
長
型
モ
デ
ル
と
し
て
〝
双
循

環
〞
を
提
唱
し
た
。

日
本
を
見
て
学
ん
だ

内
需
拡
大
と
国
際
経
済
と
の
協
調

　
こ
の
双
循
環
は
、
中
国
共
産
党
中
央

政
治
局
常
務
委
員
会
が
先
の
５
月
14
日

の
会
議
で
初
め
て
提
起
し
た
も
の
。

　

双
循
環
に
つ
い
て
清
華
大
学
中
国

発
展
計
画
研
究
院
の
董
煜
執
行
副
院

長
に
よ
る
と
「
第
13
次
５
カ
年
計
画

（
２
０
１
６
〜
２
０
年
）
と
、
第
14
次

５
カ
年
計
画
（
２
０
２
１
〜
２
５
年
）

が
切
り
替
わ
る
時
期
に
提
唱
さ
れ
た

こ
の
双
循
環
モ
デ
ル
は
、
短
期
的
な
着

眼
点
で
は
な
く
中
長
期
的
な
戦
略
と

し
て
お
り
、
中
国
の
経
済
発
展
の
戦
略

的
重
点
を
輸
出
主
導
型
中
心
か
ら
内

需
駆
動
型
中
心
へ
と
転
換
さ
せ
る
主

体
的
な
選
択
だ
」
と
語
る
。

　
実
際
、
米
国
・
ド
イ
ツ
・
日
本
な
ど

世
界
常
識
か
ら
経
済
の
法
則
を
読
み
解

く
と
、
国
家
が
一
定
の
段
階
ま
で
経
済

発
展
し
た
後
、
外
向
型
の
発
展
モ
デ
ル

か
ら
次
第
に
国
内
を
中
心
に
し
た
モ
デ

ル
へ
変
化
し
な
け
れ
ば
安
定
成
長
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
中
国
は
、
１
９
８
０
年
代
の

日
本
な
ど
か
ら
も
学
び
、
輸
出
型
の
高

度
成
長
か
ら
内
需
を
伴
う
質
の
高
い
成

長
へ
と
経
済
モ
デ
ル
を
転
換
さ
せ
る
こ

と
を
選
択
し
た
よ
う
だ
。

　
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
ど
の
よ

う
に
経
済
成
長
の
回
復
を
目
指
す
の

か
。
例
え
ば
需
要
視
点
で
同
国
の
第

１
四
半
期
か
ら
家
計
消
費
を
見
る
と

一
人
当
た
り
５
０
８
２
元
と
前
年
同

期
比
の
８
・２
％
減
だ
。
対
し
て
１
人

当
た
り
の
可
処
分
所
得
は
、
政
府
に

よ
る
所
得
補
償
の
影
響
も
あ
っ
て
か

８
５
６
１
元
と
前
年
の
８
４
９
３
元

よ
り
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ

う
し
た
こ
と
が
国
内
需
要
に
於
け
る

唯
一
の
希
望
的
材
料
か
も
知
れ
な
い
。

選択の時代
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国
土
交
通
省
は
、
２
０
１
９
年
６
月
閣

議
決
定
し
た
「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」

の
目
標
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、
課
題
解

決
に
向
け
た
提
言
を
近
く
ま
と
め
る
。
今

春
、
有
識
者
７
人
、
東
京
都
と
中
央
区
の

担
当
者
２
人
、
事
業
者
の
責
任
者
２
人
で

構
成
す
る
「
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方

検
討
委
員
会
」（
座
長
＝
屋
井
鉄
雄
・
東

工
大
大
学
院
教
授
・
副
学
長
）
を
設
置
、

こ
れ
ま
で
に
３
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
通
じ

て
意
見
を
集
約
し
て
き
た
。

　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
都
市
は
全
国

２
２
５
に
及
ぶ
が
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
無
秩
序
な
駐
輪
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
て
、
海
外
で
規
制
強
化
の
動
き
が
あ
る
。

ま
た
事
業
の
採
算
性
が
低
く
、
事
業
規
模
や

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
（
自
転
車
置
き
場
）
の
設

置
や
運
営
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
特
に
上
位
の
総
合
交
通
戦
略
や
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
、
自
治
体
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
鉄
道
な
ど
既
存
の
公
共
交
通
機
関

へ
の
乗
り
継
ぎ
は
、
駅
周
辺
に
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
公
共

用
地
の
利
用
、
規
制
緩
和
も
必
要
。
ま
た

既
存
交
通
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
、

き
る
よ
う
道
路
運
送
車
両
法
に
係
る
特
例

措
置
を
設
け
た
。

　

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
軽
自
動
車

よ
り
小
さ
く
、
原
動
機
付
き
自
転
車
（
二

輪
）
よ
り
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
、
１

人
か
ら
２
人
乗
り
程
度
の
車
両
と
し
た
。

従
前
は
認
定
制
度
に
基
づ
い
て
運
用
し

て
き
た
が
、
今
後
の
普
及
促
進
の
た
め
、

型
式
指
定
の
枠
組
み
を
導
入
、
法
整
備

を
行
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
走
行
実
態
や
事
故
実
態
を

踏
ま
え
、
改
め
て
車
両
の
大
き
さ
を
長
さ

２・５
ｍ
、
幅
１・３
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
を
超

え
な
い
も
の
と
し
、
最
高
時
速
60
キ
ロ
以

下
の
軽
自
動
車
で
あ
っ
て
、
高
速
自
動
車

国
道
等
を
運
行
し
な
い
旨
、
自
動
車
検
査

証
に
記
載
す
る
こ
と
と
規
定
し
た
。
ま
た

車
両
後
面
の
見
易
い
位
置
に
は
、
最
高
時

速
60
キ
ロ
以
下
の
車
両
で
あ
る
こ
と
を
表

示
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
エ
リ
ア
限
定
で
認
定
さ
れ
た
既
販
車
両

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
取
り
扱
い
と
な
る

が
、
新
た
な
枠
組
み
で
量
産
さ
れ
る
車
両

に
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
た
に
型
式
申
請
さ
れ
る
超
小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
安
全
基
準
に
つ
い
て
は
当

分
の
間
、
フ
ル
ラ
ッ
プ
前
面
衝
突
、
オ
フ

国
土
交
通
省
自
動
車
局

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
量
産
に
向
け
た

基
準
整
備
な
ど
で
道
路
運
送
車
両
法

施
行
規
則
の一
部
改
正

　
国
土
交
通
省
は
９
月
１
日
、
量
産
を
目

的
と
し
た
最
高
時
速
60
キ
ロ
以
下
の
超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
普
及
促
進
に
向
け
た
道

路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正

を
同
日
付
け
で
施
行
し
た
と
発
表
し
た
。

ま
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
で
実
施
さ
れ
る

自
動
運
転
の
実
証
実
験
が
円
滑
に
実
施
で

セ
ッ
ト
前
面
衝
突
に
関
す
る
試
験
速
度

を
時
速
40
キ
ロ
と
し
、
ポ
ー
ル
へ
の
側
面

衝
突
を
適
用
し
な
い
と
し
た
。
そ
の
他
の

か
じ
取
り
装
置
、
燃
料
装
置
な
ど
の
技
術

的
要
件
に
も
協
定
規
則
で
の
適
合
性
を

準
用
す
る
と
い
も
の
だ
。

　

も
う
一
つ
の
国
家
戦
略
特
区
で
の
自

動
運
転
実
証
実
験
は
、
今
年
５
月
27
日

に
成
立
し
た
特
区
法
一
部
改
正
を
踏
ま

え
、
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
の
改

正
を
行
な
っ
た
。

　
特
区
法
で
は
安
全
を
十
分
確
保
す
る
た

め
の
代
替
措
置
が
あ
り
、
保
安
上
、
公
害

防
止
そ
の
他
環
境
保
全
上
の
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
自
動
車
装
置
の
一

部
に
つ
い
て
技
術
基
準
へ
の
適
合
を
要
し

な
い
と
す
る
特
例
を
設
け
た
。
こ
れ
を
受

け
、
道
路
運
送
車
両
法
で
は
技
術
基
準
へ

の
適
合
を
要
し
な
い
装
置
及
び
代
替
機
能

な
ど
の
内
容
を
自
動
車
検
査
証
に
記
載
、

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

国
土
交
通
省
道
路
局

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
普
及
に
向
け
た

在
り
方
検
討
委
員
会
で

近
秋
に
も
提
言
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課
題
解
決
に
向
け
た
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

国
交
省
は
自
転
車
活
用
推
進
法
に
基
づ
い

て
、
自
転
車
活
用
推
進
本
部
事
務
局
を
道

路
局
参
事
官
に
置
き
、
議
論
を
進
め
、
こ

れ
が
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
検
討
委

員
会
の
事
務
局
も
兼
ね
る
。

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
及
び

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
検
討
へ

　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は
今
年
５

月
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
改
正
で
創
設
さ

れ
た
「
役
務
の
提
供
の
方
法
に
関
す
る
基

準
」（
ソ
フ
ト
基
準
）、
新
幹
線
の
新
た

な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、
視
覚
障
害
者
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
利
用
の
た
め
の
誘
導

案
内
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検

討
を
始
め
た
。
９
月
１
日
に
第
２
回
「
公

共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
等

に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
催
、
秋
に
も
ソ

フ
ト
基
準
の
方
向
性
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

草
案
を
ま
と
め
る
。

　

一
方
、
同
省
自
動
車
局
で
は
９
月
３

日
、「
路
線
バ
ス
に
係
る
車
い
す
事
故
対

策
検
討
会
」
を
開
き
、
車
い
す
使
用
者

の
安
全
確
保
に
向
け
、
そ
の
対
応
策
に

つ
い
て
議
論
を
本
格
化
さ
せ
た
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
た
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

官
民
挙
げ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
わ
る

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
事
故

防
止
は
最
低
限
の
条
件
と
な
る
。
近
年
、

路
線
バ
ス
に
於
い
て
、
車
い
す
を
固
定
し

な
か
っ
た
・
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
起

因
す
る
車
内
事
故
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

具
体
策
を
ま
と
め
る
。
有
識
者
、
関
係

者
８
人
で
構
成
す
る
検
討
会
の
座
長
は
、

酒
井
一
博
・
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究

所
研
究
主
幹
が
務
め
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局

高
速
バ
ス
の

公
共
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
向
け
、

「
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動

　

国
土
交
通
省
道
路
局
は
９
月
７
日
、

２
０
１
６
年
４
月
に
供
用
を
開
始
し
た

高
速
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
バ
ス
タ
新
宿
」
の
役
割
を
踏
ま
え
、
今

後
同
様
の
集
約
型
公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
全
国
的
に
整
備
し
て
い
く
必
要
性

が
あ
る
と
し
て
有
識
者
や
事
業
者
団
体

の
担
当
者
ら
を
構
成
員
と
す
る
「
バ
ス
タ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
検
討
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
来
春
を
目
途
に
バ
ス
タ
整
備
に
向

け
た
推
進
策
を
ま
と
め
る
。

　
高
速
バ
ス
は
中
距
離
輸
送
の
基
幹
と
な

る
交
通
手
段
と
し
て
位
置
付
け
、
か
つ
て

の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
で
の
痛
ま
し
い
事
故

を
踏
ま
え
て
安
全
対
策
が
推
進
さ
れ
て
き

た
。
加
え
て
利
用
実
態
を
踏
ま
え
、
無
秩

序
だ
っ
た
乗
り
場
の
整
備
に
着
手
、
鉄
道

か
ら
の
乗
り
換
え
、
さ
ら
に
タ
ク
シ
ー
へ

の
乗
り
換
え
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
を
推
進
し
て
き
た
。
乗
降
客

の
多
い
新
宿
駅
南
口
に
は
官
民
挙
げ
て

「
バ
ス
タ
新
宿
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　
２
０
１
７
年
８
月
の
社
会
資
本
整
備
審

議
会
道
路
分
科
会
で
は
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
進
展
に
よ
り
高
速
バ
ス
が
広
域

公
共
交
通
を
支
え
る
重
要
な
交
通
手
段
に

な
る
と
し
て
、
在
り
方
や
仕
組
み
を
検
討

す
る
こ
と
が
建
議
さ
れ
た
。

国
土
交
通
省

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

実
証
調
査
地
域
６
カ
所
を
選
定

　

国
土
交
通
省
は
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

狭
い
路
地
の
通
行
が
可
能
な
高
齢
者
の

移
動
手
段
と
し
て
「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
」（
略
称
＝
グ
リ
ス
ロ
）
の

地
域
活
用
を
目
指
し
、
地
方
自
治
体
を

対
象
に
実
証
調
査
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
は
、
応
募
の
あ
っ
た
20
地

域
か
ら
以
下
の
６
地
域
を
調
査
対
象
に
選

び
、
事
業
を
支
援
す
る
。

▼
岩
手
県
陸
前
高
田
市
（
災
害
復
興
住
宅

と
生
活
拠
点
・
観
光
拠
点
間
を
結
ぶ
定
路

線
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

▼
茨
城
県
日
立
市
（
高
齢
者
の
住
む
団
地

内
外
の
半
デ
マ
ン
ド
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

▼
千
葉
市
（
モ
ノ
レ
ー
ル
の
２
次
交
通
と

し
て
の
グ
リ
ス
ロ
活
用
）

▼
千
葉
県
四
街
道
市
（
郊
外
型
団
地
に
お

け
る
定
路
線
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

▼
福
岡
県
北
九
州
市
（
点
在
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
定
路
線
型
モ
ビ
リ

テ
ィ
）

▼
長
崎
県
西
海
市
（
離
島
住
民
の
移
動
お

よ
び
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
移
動
手
段
を
兼

ね
た
定
路
線
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

（
佃
モ
ビ
リ
テ
ィ
総
研
・
間
宮 

潔
）
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企画特集

ミ
ラ
イ
ズ
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

浜
島

こ
の
４
月
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
で
す
よ
ね
。
社
名
の
由
来
も
含

め
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
？

川
原

M
IRISE T

echnologies

と
い
う
社
名
は
、M

obility Inno 
vative Research Institute for 
Sem
i conductor T

echnologies

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
日

本
語
の
未
来
（
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ
）
と
、

英
語
の
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
（
上
昇
）
も
か

け
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
未
来
―
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
を

実
現
さ
せ
る
上
で
半
導
体
は
欠
か
せ

な
い
部
分
で
す
。
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

の
電
子
事
業
は
デ
ン
ソ
ー
に
寄
せ
て

い
く
と
い
う
流
れ
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
半
導
体
に
つ
い
て
は
ト
ヨ
タ
車

の
仕
様
を
出
す
と
い
う
重
要
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
も
あ
る
の
で
、
な
ら
ば
共
同

出
資
し
て
会
社
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ン
ソ
ー
が
メ
ジ
ャ
ー
で
51
％
、

ト
ヨ
タ
が
49
％
の
出
資
配
分
、
両
社

か
ら
各
２
６
０
名
計
５
２
０
名
の
会

社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

浜
島

社
員
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

川
原

約
半
分
が
研
究
者
で
、
も
う

半
分
が
試
作
や
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の

CASEを加速させるために
クルマのデバイスに必要なことは―

SEMI連載対談企画

未来
処方箋
の

次世代モビリティ半導体の研究および先行開発を行う拠点として

2020年4月に設立された株式会社ミライズテクノロジーズ（MIRISE Technologies）（以下ミライズ）。
株式会社デンソーとトヨタ自動車株式会社の合弁であり、

車載視点からの部品軸を持つデンソーとクルマ軸のトヨタ、それぞれの知見を両輪とする。
百年に一度といわれるモビリティ革命において、半導体が果たす役割がますます大きくなるなか、

どのような目的をもってミライズは新設され、何を期待されているのか。今後の方向性について聞いた。

株式会社ミライズテクノロジーズ 取締役
株式会社デンソー エグゼクティブフェロー・先端技術研究所長

川原伸章

SEMIジャパン代表

浜島雅彦
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企画特集

外
部
か
ら
購
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
メ
ー
カ
ー
に
製
造
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
仕
組
み
を
進
め
る
の
は

半
導
体
の
数
を
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
い
う
面
が
あ
る
か
ら
で
す
。
半
導

体
は
、
数
が
出
る
ほ
ど
価
格
が
下
が

る
世
界
で
す
が
、
自
動
車
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

い
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
や
ス
マ
ホ
な
ど
に
比
べ
る
と
数

が
出
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
動
車
の
一

部
分
で
あ
っ
て
も
、
外
部
で
作
っ
て

い
た
だ
い
た
半
導
体
を
使
え
る
の
で

あ
れ
ば
そ
れ
を
使
っ
て
い
く
。
ま
と

め
ら
れ
る
だ
け
ま
と
め
て
少
し
で
も

安
く
す
る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
を
普
及
さ
せ

る
た
め
に
は
そ
う
し
た
手
段
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

浜
島

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
リ
ュ
ー
を
集

イ
ス
の
製
造
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

川
原

製
造
は
基
本
的
に
は
半
導
体

メ
ー
カ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
詳
細
設
計
も
せ
ず
製
造
委
託
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え

ばSystem
 on Chip

（
Ｓ
ｏ
Ｃ
）

に
お
い
て
は
、
ミ
ラ
イ
ズ
で
は
規
模

や
メ
モ
リ
ー
な
ど
の
仕
様
を
出
す
と

こ
ろ
ま
で
で
す
ね
。
イ
メ
ー
ジ
ャ
ー

は
現
状
で
も
デ
ン
ソ
ー
は
外
部
か
ら

購
入
し
て
お
り
、
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
（
※

レ
ー
ザ
ー
光
を
使
っ
て
対
象
物
の
位

置
、
形
状
を
測
定
す
る
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
）
も
発
光
素
子
、
受
光
素
子
を

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
分
析
機
器
の
計

測
な
ど
を
担
当
す
る
技
能
職
で
す
。

浜
島

計
測
を
担
当
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。

川
原

試
作
品
に
関
し
て
は
内
製
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
は
ウ
ェ
ハ
ー
を
作
り
、
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
で
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
を
作
っ

て
実
装
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
に
入
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
が
社
内
で
す
。

浜
島

ク
ル
マ
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、

ト
ヨ
タ
と
組
ん
で
設
立
す
る
こ
と
に

は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
的
側
面
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

川
原

半
導
体
は
こ
れ
ま
で
は
ト
ヨ

タ
と
デ
ン
ソ
ー
が
お
互
い
に
競
い
な

が
ら
開
発
し
て
き
た
背
景
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
を
共
同
に
す
る
こ
と
で

よ
り
強
く
、
効
率
的
に
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
で
す
。

浜
島

そ
う
す
る
と
ミ
ラ
イ
ズ
に

と
っ
て
の
お
客
様
は
ど
な
た
に
な
る

の
で
す
か
。

川
原

ト
ヨ
タ
と
デ
ン
ソ
ー
両
社
で

す
ね
。
ミ
ラ
イ
ズ
は
委
託
を
受
け
て

先
行
開
発
部
分
を
担
当
し
ま
す
。

浜
島

ミ
ラ
イ
ズ
が
設
計
し
た
デ
バ

川原伸章（かわはらのぶあき）
1983年九州大学大学院卒業、日本電装株式会社（現・デンソー）入社。基礎研究所配属後、
2014年情報安全事業グループ欧州拠点長、2015年基礎研究所所長（理事格）を経て2019年エ
グゼクティブフェロー就任。2020年株式会社ミライズテクノロジーズの設立とともに取締役に就任。
受賞歴に2018年発明協会より「21世紀発明奨励賞」など。

出展：株式会社ミライズテクノロジーズ

CASE時代の半導体技術

MG

AI
●データ ●アルゴリズム

電気

光、電波、超音波等で、
クルマの周囲の環境を認識する　

インフラ、他車と通信を行う

モーターに供給する
電力を制御する

加速度、角加速度等を
検出し慣性航法を行う

モーター／
ジェネレーター

カメラ、ミリ波レーダー

LiDAR

センサー／ASIC

センサー情報を元に演算し、
エンジンを制御する

TCU（統合通信機）

センサー情報を元に演算し、
ブレーキ、ステア、
エンジンを制御する

クラウド

センサー
●温度  ●圧力  ●角度

IMU
自動運転・統合 ECU
-SoC、GPU、CPU

PCU
制御 ECU

（エンジン ECU等）

＝ 半導体を使用する部分

SoC／ASIC

パワーデバイス／ASIC
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フ
ォ
ー
ド
、

近
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
Ｏ
Ｓ
を

目
指
す
試
み

米
国

　
米
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
と
独
ボ
ッ
シ
ュ
、

そ
し
て
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
を
拠
点
に

不
動
産
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
業
を
展
開
す

る
ベ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
社
は
米
国
時
間
の
８
月
27

日
、〝
フ
ォ
ー
ド
・
エ
ス
ケ
ー
プ
〞
を
基
に

仕
立
て
た
専
用
車
で
自
動
バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン

グ
の
デ
モ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
〝V

alet Parking

〞
と
は
施
設
内

に
於
け
る
駐
車
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
。
つ
ま

り
自
分
で
運
転
し
て
き
た
ク
ル
マ
を
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
係
員
に
預
け
る
と
代

わ
り
に
駐
車
を
し
て
く
れ
、
外
出
時
は
ク

ル
マ
を
出
し
て
く
れ
る
。

　

そ
れ
を
自
動
運
転
機
能
で
無
人
化
し
た

の
が
自
動
バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
だ
。
ク
ル

マ
が
自
立
的
に
駐
車
場
内
を
走
行
し
て
、

空
い
て
い
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
完
全
自
動

で
駐
車
す
る
仕
組
み
と
な
る
。

　
今
回
の
デ
モ
イ
ベ
ン
ト
は
、
ミ
シ
ガ
ン
中

央
駅
が
地
区
の
中
核
役
を
担
う
コ
ー
ク
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
で
実
施
。
検
証
は
ベ
ッ
ド
ロ
ッ
ク

社
が
歴
史
的
な
建
物
に
最
新
の
建
築
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
住
居
再
開
発
拠
点
〝
ア
セ
ン

ブ
リ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
〞
の
１
階
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
地
域
は
、
フ
ォ
ー
ド
が
世
界
中
か
ら

モ
ビ
リ
テ
ィ
系
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
広
く
募
り
、

都
市
交
通
の
課
題
解
決
を
試
み
る
実
験
地
区

で
も
あ
る
。
今
回
は
実
験
役
を
担
う
エ
ス

ケ
ー
プ
が
、
自
ら
自
動
駐
車
役
を
受
け
持
つ
。

　

最
新
鋭
の
セ
ン
サ
ー
装
置
な
ど
の
施
設

イ
ン
フ
ラ
と
、
ク
ル
マ
が
協
調
す
る
自
動

自動車産業を巡る
世界の動きを追う
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バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
は
、
米
国
で
も
初
の

試
み
と
な
っ
た
。

　
そ
の
手
順
は
、
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
・
ガ
レ
ー

ジ
に
到
着
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
あ
ら
か
じ

め
指
定
さ
れ
た
自
動
バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
用

の
置
き
場
所
に
運
転
し
て
き
た
ク
ル
マ
を
停

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
っ
て
自

動
駐
車
を
指
示
す
る
。

　

ま
た
は
帰
り
の
際
に
ア
プ
リ
を
使
い
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
引
き
取
り
場
所

に
車
両
を
戻
す
よ
う
指
示
す
る
だ
け
で
済

む
。
こ
れ
に
よ
り
駐
車
作
業
で
浪
費
さ
れ

る
ム
ダ
な
時
間
が
削
減
さ
れ
、
広
い
駐
車

場
内
で
自
分
の
ク
ル
マ
を
探
す
煩
わ
し
さ

か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。

　

こ
の
実
験
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー

タ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
最
高
技
術
責
任
者
を

務
め
る
ケ
ン
・
ワ
シ
ン
ト
ン
氏
は
、「
私
た

ち
は
、
よ
り
沢
山
の
人
々
が
何
時
い
か
な
る

場
面
に
於
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
ク
ル
マ
の

ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
握
れ
る
よ
う
自
動
車
そ
の

も
の
が
積
極
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
〝
フ
ォ
ー
ド
・
コ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト

３
６
０
〞
の
熟
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
自
動
バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
技
術

に
関
し
て
、
私
た
ち
は
大
変
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
と
ボ
ッ
シ
ュ
、
そ
し
て
ベ
ッ
ド

ロ
ッ
ク
社
と
の
協
業
の
目
的
は
、
周
囲
の
状

況
を
よ
り
良
く
認
識
し
な
が
ら
も
、
高
度
な

自
動
運
転
機
能
に
必
要
不
可
欠
な
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
磨
く
こ
と
。

　

さ
ら
に
車
両
へ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
す
る

に
あ
た
っ
て
極
力
低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
。
加
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
扱
い
易
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら

は
私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
に
も

合
致
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ベ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
社
最
高
情
報
責
任
者

の
ヘ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
ガ
ー
氏
は
、「
当

社
は
デ
ト
ロ
イ
ト
で
駐
車
施
設
と
モ
ビ
リ

イ
ン
フ
ラ
環
境
は
直
ち
に
車
両
を
緊
急
停
止

さ
せ
る
と
い
う
流
れ
だ
。

　

そ
ん
な
最
新
鋭
技
術
を
背
景
に
し
た
ク

ル
マ
自
身
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
、
北
米

ボ
ッ
シ
ュ
の
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
エ
ッ
テ
ィ

社
長
は
、「
自
動
バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
を
手

掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
２
つ

の
事
業
領
域
を
跨ま

た

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
当
社

が
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
知
見
を
基
に
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
結
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
日

テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
こ
の

米
国
内
に
於
い
て
常
に
最
前
線
に
立
っ
て
い

ら
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
続
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
私
た
ち
は
、
不
動
産
と
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
繋つ

な

ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
ハ
ッ
キ
リ
と

認
識
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
も
そ
も
今
回
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

自
動
運
転
機
能
の
活
用
に
よ
っ
て
駐
車
時
に

掛
か
る
時
間
の
み
を
単
純
に
短
縮
す
る
だ
け

が
メ
リ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
テ
ナ
ン
ト
や
来
訪
者
、
近
隣
住

民
や
居
住
者
に
究
極
の
利
便
性
を
も
た
ら
す

た
め
に
、
今
が
歩
む
べ
き
一
番
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
今
後
、
私
た
ち
は
施
設
の
利
用
者
の
想
像

を
超
え
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
、
新
た
な
技

術
の
獲
得
を
通
し
て
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

な
お
自
動
駐
車
時
に
於
け
る
テ
ス
ト
車

両
は
、
ボ
ッ
シ
ュ
が
構
築
し
た
バ
レ
ー
パ
ー

キ
ン
グ
用
イ
ン
フ
ラ
と
Ｖ
２
ｌ
（
路
車
間
）

通
信
を
行
う
。

　
イ
ン
フ
ラ
側
の
セ
ン
サ
ー
は
自
動
走
行
車

を
常
に
認
識
し
つ
つ
、
そ
の
場
、
そ
の
場
の

位
置
情
報
を
特
定
。
歩
行
者
対
応
や
そ
の
他

の
危
険
回
避
を
含
め
て
、
車
両
の
駐
車
動
作

を
誘
導
す
る
役
割
を
担
う
。

　
こ
の
際
に
イ
ン
フ
ラ
側
が
車
両
の
進
む
経

路
上
に
何
ら
か
の
障
害
物
を
感
知
し
た
際
、
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英コンピューター学会（BCS）による９月８日発表の調査報告で、同国成人の半数以上（53％）が重要な意思
決定でAIを使う組織を信用しない事が判明した。同経緯は今年3月に英教育大臣がコロナ禍対策を踏まえ、今夏
イングランドで実施予定だった中等教育認定（大学入学資格が得られる）に係る〝一般教育修了上級レベル試験〟
と 〝義務教育修了試験〟 を中止。その代わりに担当教師が予め生徒毎につけた成績を基に、アルゴリズムが最
終判定する新システムを導入したのが発端だ。結果、あろうことか本人に関わりが無い属性で優劣が発生。抗議
運動が起きた。これはAI云々以前に英政府の大失態なのだが、改めてアルゴリズムの設計に脚光が当たったとも
言える。今後アルゴリズム導入前には、利用データがどのようなものなのか、不具合時の責任の所在、修正の手
段などを前以て提示し、AIがいかに人々の役に立つかを説明するための準備段階が必要になるだろう。それはAI

への信頼を促す新時代の到来になる筈だ。（坂上 賢治）

お問い合わせ
本誌購読のお申込みとお問い合わせ、並びに宛先・お電話番号等の変更、
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の皆様の個人情報を広告主には一切開示せず、当社管理のもとでご発送
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未来をつかむ自動車ビジネス誌

表紙の言葉

ＰＳＡ傘下のシトロエンは、シャンゼリゼやモンマルトルなどパリの20区毎に個性的なカラーリングを施した２人乗りEVの 〝AMI

（アミ）〟 を披露。同車のカーシェアサービスを開始した。利用の規定はあるが、スマホアプリを介し1分0.26ユーロで利用で
きる。車体色の案は地域アーチストのみならずホテルの従業員、観光ボートの船長らが出し合った。ちなみに仏国では超小型車
免許が14歳で取得でき、バスや地下鉄等の公共交通機関の利用と同じく移動の自由を広く享受できる仕組みがある。そもそも
移動は市民の自由を裏打ちする手段だからＭａａＳには多様な選択肢があるべきだ。我が国でも 〝移動の価値〟 を見つめ直す
べき「選択の時代」を迎えている。
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